
実施 （直近） 今後実施（平成　　　　年度から）

平成２９年度
予算中事業

　事業の概要

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

避難所運営に従事した職員へのアンケートを実施し、その結果をもとに必要物品を調達し、スターターキットを配備した。
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予決算
（単位：千円）

年度
H27年度 H28年度 H29年度

地域課題対応事業
予算小事業名称

区の新たな課題即応事業費（避難所開設・運営体制強化事業）

財
源
内
訳

事業終了年度

事業の概要 　風水害時における避難所の開設・運営をより効率的・効果的に実施できるよう取組を推進する。

担　　当

　台風等による豪雨に伴い、高津区においては毎年避難所を開設している状況である。風水害時における避難所の開設・運営
は、区役所職員が担うこととされており、従事した職員からは情報収集や避難者への対応について課題が寄せられている。
これまでにマニュアル作成や避難所の各課への割当て等を行い、区災害対策本部の強化を進めてきたが、より一層の円滑・的確
な避難所開設・運営を行うためには、必要物資の配備を進めていく必要がある。

地域の課題と
現状

その他特財

市債

平成２９年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

670000 64353

所属コード 所属名 担当者 連絡先

危機管理担当 小島

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26 50 05

国庫支出金

一般財源 986 985

決算額 予算額 決算額

事業費　 0 0 0 0 986 985

予算額 決算額 予算額

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

目標

実績

目標

実績

平成

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが
可能な取組

H27年度指　標指標分類

□

全国各地、また高津区内において豪雨による被害が発生していることから、風水害に対する地域住民の不安感は高まって
いると考えられる。

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

本事業は終了するが、引き続き、様々な手法により風水害時における避難所開設・運
営体制の強化を図っていく。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も
記載できる場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅲ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続き
の見直しなどによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

引き続き、より効率的な手法により風水害時における避難所開設・運営体制の強化を図っていく必要があると考えられる。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

a

b

必要性
評価の理由

方向性区分

評価

全国各地、また高津区内において豪雨による被害が発生していることから、風水害に対する地域住民の不安感は高まって
いる。

  実施結果　（Ｄｏ）

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

0 0 22

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

区の新たな課題即応事業費

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 スターターキットの配備により避難所開設・運営体制の強化を図ることができたと考えられる。

事業開始年度

平成２９年度

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 風水害時における避難所の開設・運営をより効率的・効果的に実施できるよう取組を推進する。

今年度の事業の
取組内容

風水害時における避難所開設・運営に必要な物資を調達するとともに、風水害時に効率的に搬送できるよう容器に収納
し、区役所に配備する。

0

単位

箇所

目標

実績

年度 □事業の見直し・改善内容
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